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	主題名
	自然と調和したくらし
	内容項目
	C 伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度

	教材名
	いちばん近い自然「里山」

	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	里山が，次第に荒れてきている現実を知り，社会の一員として自分にできることは何か，子どもたちに問題意識をもたせるため。

	ねらい
	自然と調和する暮らし方をしてきた日本のよさに触れ，その精神を自分たちも大切にしていこうとする。
【理解，判断力】日本人の，自然と調和する暮らし方のよさや大切さが分かる。

【心情】自然と調和する暮らし方をしてきた日本のよさを感じる。

【実践意欲と態度】受け継がれてきた日本の自然や文化を大切にし，継承していこうという意欲をもつ。

	学習指導過程
	・日本の自然のよさについて話し合う。
・「いちばん近い自然『里山』」を読み，自然と調和した暮らし方とは，どのような暮らしかについて考える。
★自然と調和する暮らし方をしてきた日本のよさを感じられたか。
・自然と調和して暮らしていくために，自分たちにできることを考える。
★受け継がれてきた日本の自然や文化を大切にし，継承していこうとする意欲をもてたか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「いちばん近い自然『里山』」を読み，自然と調和した暮らし方とは，どのような暮らしかについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●総合的な学習の時間
・里山や身近な自然について調べさせる。
・本や新聞記事などから，自然破壊や自然と人間の共存について書かれたものを探し，発表させる。
●日常生活
・日本に伝えられてきた自然と共に生きる暮らし方について調べ，発表させる。

	備考
	


